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鹿嶋市訪問型家庭教育支援チームの取組
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令和６年度「全国家庭教育支援研究協議会」

主な内容
１ 鹿嶋市について
２鹿嶋市訪問型家庭教育支援チームの取組
３成果と課題
４今後の展望



1 はじめに(１) 鹿嶋市について
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（2）鹿嶋市の課題 人口減少・少子高齢化
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1 はじめに

「令和元年健康づくりに関する保護者アンケート」より
・「子育てに自信が持てない」77％
・「子育てが困難だと感じている」54.2％
・「子どもを虐待しているのではないかと思うことが
      ある」22.5％

「育てにくさ」を感じている
親への支援が必要



本市は子育てに不安を抱える保護者が多い
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２ 本市の取組について
（1） 鹿嶋市訪問型家庭教育支援チーム設立の背景

助言・指導
〇茨城県教育庁総務企画部生涯学習課
就学前教育・家庭教育推進室

〇茨城県鹿行教育事務所学校教育課

「届ける支援」「誰ひとりとして
取り残さない持続可能な家庭教育
支援」を重視した事業
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令和６年度の支援員の構成
８名（元教員３名・元保育士３名
・元幼稚園教員１名・元市役所職員１名）
 ※二人一組による小学校１年生全戸訪問（482件）の実施

２ 本市の取組について
（1） 鹿嶋市訪問型家庭教育支援チーム設立の背景

平成２９年度より
〇鹿嶋市訪問型家庭教育支援事業の開始

鹿嶋市訪問型家庭教育支援チームの誕生



①平成29年度：１～３年生の学校要望による家庭訪問（12件）
②平成30年度：就学前の全戸訪問（およそ600件）
③令和元年度：小学1年生の全戸訪問（およそ600件）
④令和２年度：コロナ禍のため、全事業中止

⑤令和３年度：コロナ禍「希望制」で実施も →（対応件数１件）

⑥令和４年度：小学1年生の全戸訪問（５３２件）
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⑦令和５年度：小学1年生の全戸訪問（５２０件）
⑧令和６年度：小学1年生の全戸訪問（４８２件）

２ 本市の取組について
（2） これまでの経緯
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２ 本市の取組について
（2） これまでの経緯



鹿嶋市訪問型家庭教育支援チームをサポートするために
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鹿嶋市家庭教育力向上推進協議会（年3回程度）

〇 関係機関の代表者
学識経験者・学校・幼稚園・PTA
健康福祉部・保健センター・教育センター
教育委員会

                          
〇 訪問型家庭教育支援チーム

２ 本市の取組について
（3） 組織体制



学識経験者
学校代表
幼児教育代表
PTA代表
健康福祉部
保健センター
教育センター
教育委員会

家
庭
教
育
支
援
チ
ー
ム

関係機関

助言・指導

福祉事務所
児童相談所
ＳＣ・ＳＳＷ
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活動報告

連携・協力

茨城県総務企画部生涯学習課 茨城県鹿行教育事務所

鹿嶋市家庭教育力向上推進協議会

連携・協力

支援チームの取組
・１年 全戸訪問
・支援チーム会議への参加
・研修への参加

(３) 組織体制



２ 本市の取組について
（4） 支援員の資質・技能の向上

①茨城県主催の研修会参加
・家庭教育推進員資質向上研修（1回）
・訪問型家庭教育支援員資質向上研修（２回）

②市主催の研修
・鹿嶋市家庭教育支援チーム研修会（２回）
※県主催の家庭教育関係基礎研修
（動画）の実施

14



２ 本市の取組について
（4） 支援員の資質・技能の向上

①茨城県主催の研修会参加
・家庭教育推進員資質向上研修（1回）
・訪問型家庭教育支援員資質向上研修（２回）

②市主催の研修
・鹿嶋市家庭教育支援チーム研修会（２回）
※県主催の家庭教育関係基礎研修（動画）も
実施

15

鹿嶋市主催、鹿嶋市家庭教育支援チーム研修会の様子
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（5） 支援チームによる家庭訪問の取組
ア 家庭訪問に向けて

目的・・・保護者の不安軽減
安全安心な生活

留意点・・役割自覚
寄り添う
つなぐ
秘密を守る

支援チーム会議の開催
○訪問の目的や留意点の確認
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（5） 支援チームによる家庭訪問の取組
ア 家庭訪問に向けて マニュアルの確認
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（5） 支援チームによる家庭訪問の取組
ア 家庭訪問に向けて

支援員の困り感の確認
支援員から

「地図に載っていない家・アパートの場所を知りたい」
⇒総務部や校長会・教頭会にて
情報提供を依頼
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（5） 支援チームによる家庭訪問の取組
イ 家庭訪問

期 間 ５月中旬～１月中旬 主に土・日

方 法 ・二人一組 各家庭10分
・玄関先でのおしゃべり
・心配な家庭は再訪問
・不在時は「訪問票」
を置いていく
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（5） 支援チームによる家庭訪問の取組
イ 家庭訪問

「訪問票」について
目的 不在保護者とつながる
方法 QRコードの活用 13件(R6)
書込 「〇月〇日に来てほしい」

「子どもの相談をしたい」
「自分(母親)の相談をしたい」
「場所の指定」
「ありがとうございました」
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（5） 支援チームによる家庭訪問の取組
イ 家庭訪問

よかったこと 課 題
「訪問に好意的な家庭が増えた」 「新築で地図に載っていない」
「すっきりしました・ありがとう 「不在家庭が多かった」
ございました等と言われた」 「身構える保護者がいる」

「情報を伝えた後のフィードバッ 「攻撃的な保護者がいる」
クがあって嬉しい」 など

「事務局が素早く動いてくれる」
「事務局が相談しやすい」 など
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（5） 支援チームによる家庭訪問の取組
ウ 家庭訪問終了後 訪問支援記録表
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（5） 支援チームによる家庭訪問の取組
ウ 家庭訪問終了後

関係機関へつなぐ ４7件
(令和6年度)
・友人関係の相談
・子育てに関する相談
・家庭に関する相談
・子どもの発達に関する相談
・児童クラブや学校の対応に関する相談

・

重大事案だけでなく,重
大事案を疑うものや,心
配なもの・気になるも
のもつないでいる。
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（5） 支援チームによる家庭訪問の取組
ウ 家庭訪問終了後

保護者の肯定的な意見

「担任が子どもの面倒をよく
見てくれる」

「学級の雰囲気が良い」
「学校が楽しい」
「教え方がうまい」 など

・

学校に伝え、意欲を
喚起している。
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3   成果と課題
（1） 成果
〇 「おしゃべり」をしているうちに,「こうしよう」

と自己決定する保護者が多く見られた。

〇 チラシを活用し，事前に支援チームの取組を周知
したことで，保護者が安心して相談することがで
きた。

○ 「訪問票」のQRコードを活用し，
面会できた件数が向上した。
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3   成果と課題
（2） 課題

△ 面会できる件数を増やしていくための手
立てを講じる必要がある。

△ 「学校への相談は敷居が高い」と思って
いる保護者が多い。

△ 支援員の意欲の喚起。
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4   今後の展望

〇 支援員の人材確保
・声掛けや紹介

〇 支援員の資質向上
・研修の機会の充実
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ありがとうございました
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